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凡　例
・本書が比較検討に使用した教科書は以下の通りである。
　⑴東京書籍『詳解歴史総合』（以下「東書『詳解』」と表記）。
　⑵実教出版『詳述歴史総合』（以下「実教『詳述』」と表記）。
　⑶帝国書院『明解歴史総合』（以下「帝国『明解』」と表記）。
　⑷山川出版社『歴史総合：近代から現代へ』（以下「山川『近代』」と表記）。
　⑸山川出版社『現代の歴史総合：みる・読みとく・考える』（以下「山川『現代』」と表記）。
・引用した文献については，文中に出典を挙げているが，ブックガイドに掲載したもの

については，文中での出典紹介は（著者 出版年：頁数）だけに簡略化してある。
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